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第 1特集　テストを変えたい 何から始める？ どう続ける？

　初任の中学校教員として，初めてスピーキング
テストを行ったときのワクワク感と不安感をよく
覚えています。そんな当時の自分が知りたかった
と思うことをまとめたいと思います。
❖押さえておきたい 3つのポイント
　授業の目標と，実際に行ったスピーキング活動
を振り返り，目標の達成が測れるようなテストに
します。その際，①テストで使う「タスク」，②
テストでの生徒の英語を採点（評価）するときに
使う「ルーブリック」（採点基準，以下 R），③「採
点方法」の 3 点について事前に考えておき，テス
ト細目としてまとめておきます。⑴～⑻の問い
に答える形でテストを作っていきます。
❖ポイント 1：どんなタスクを使うか？
⑴　発表，やり取り，両方のどの形にするか
　発表が中心の場合，授業活動として全体やグル
ープで発表させ，採点が可能です。やり取りの場
合は，他の生徒は別な活動か自習をさせ，別室で
テストを行う形が多いでしょう。生徒同士でやり
取りする形は魅力が多いのですが，教員と生徒が
やり取りする形の方がシンプルで進めやすいです。
発表は高校，やり取りは中学校で多くなるかもし
れませんが，どの学年でも 1 年の中でどちらもカ
バーできるとよいでしょう。
⑵　�スピーキングだけを求めるか，他技能と合わ

せて話すよう求めるか
⑶　事前準備の度合いをどうするか
　話す内容を全部準備して，それが言えるかをテ
ストすることも多いようですが，それでは似たよ
うな状況で話せるかが確認できません。テスト中
に考えながら即興で話すような部分を入れたいも

のです。発表でもやり取りでも，学年が進むにつ
れて即興の部分を徐々に増やすとよいでしょう。
例えば，複数の質問や場面設定を行うときに， 1
つは予告して完全に準備可能にし（複数個の中の
1つを出題）， 他は予告なしのタスクを行う方法が
あります。予告なしタスクでも，学んだことを使
えば行えるものとし，迷わない程度に事前にどん
なタスクがあるかは伝えておきます。準備可能な
タスクを入れることで，生徒はテストに向けて復
習することができ，貴重な学習の機会になります。
　また，テストの内容や使える表現を一部予告し
ておきますが，それだけでは対応できない状況
（学習済みの表現で対応できるもの）をタスクに仕
込んでおくこともできます。
例 1 ：完全事前準備できる，教科書内容のリテリ
ングや，調べ学習や意見の発表を行った後に，
発表内容についての質問に即興で答える。
例 2 ：ファーストフード店で注文する状況で，欲
しいものを買う表現は予告。テストでは，クー
ポンを持っているか，本日のおすすめメニュー
も一緒にどうか，サイズを大きくしても無料だ
がどうか等の，既習事項で理解できる質問を 2
～ 3 個尋ねられる。
例 3 ：絵が見られないが中身に興味がある先生に，
手元の絵を説明する。現在進行形で人の行動を
説明することは予告。その後，絵に描いていな
い内容を尋ねられる。例 3 - 1 ：教員：“You 
said Tom is walking. Why is he walking? 
What do you think?” 生徒：“Maybe he is 
finding his wallet.” / 例 3 - 2 ：教員：“What 
will happen after this picture?” 生徒：“People 

will go home at night.”
　授業で使ったタスクを少しだけ変えてテストタ
スクにするのも 1つですが，目的にあう既存のタ
スクを使うのもよい方法です。千菊（2019）や工
藤・津久井（2018）など，テストで使えて即興性
が求められるタスクが載っている本を探してみて
ください。テスト作成初心者の方はタスク作成に
時間をかけ過ぎる傾向がありますが，次に書く 2
つのポイントにも時間を十分割きたいものです。
❖ポイント 2：どんなルーブリックを使うか？
⑷　�総合的Rを使って，全体的な出来を 1つの点

数で表すか。分析的Rを使って，複数の観点
の出来を別々の点数で表すか

⑸　�分析的 Rの場合，評価観点（評価規準）を
何にし，いくつにするか

　テスト作成初心者の場合には，総合的 Rがお
勧めですが，時間をかけてスピーキングテストを
行うのだから 分析的に細かく評価してあげたい
という気持ちが強い方も多いようです。分析的
Rの場合， 2つ程度の観点から始めましょう。
　分析的な評価観点では，学習目標の中で最も重
要な点を選びます。その中で，タスクで求められ
ていることが達成できたかという「タスク達成
度」は入れてほしいと思います。例えば，店での
注文時に，理解可能な英語で，指定された数のメ
ニューを注文し，支払いができたら，タスク達成
度は合格レベルと考えます。次の⑹に関係しま
すが，生徒の学習段階や目標によって，この段階
を 3 段階の Aレベルとし，求めた要素の一部が
欠けていたときに Bレベルと設定することも，
Bレベルとして，丁寧さや分かりやすさが加わ
った場合にAレベルとすることもできます。
　タスク達成度に加え，流暢さ，やり取りの自然
さ，論理性，視覚資料の適切な使用，予想外の質
問への適切な対応など，学習目標に沿った観点を
加えることもできます。文法の正確さは，生徒の
習得段階を考え， 誤解が起こるような大きな誤り
のみか，授業で力を入れた点のみをチェックする
かにとどめるべきです。
⑹　判定基準をどうするか
　細かく見たい気持ちを抑え， 2～ 3段階にした
いものです。判定基準は，学習目標に到達したか
がはっきり分かるようにします。A：十分満足で

きる，B：おおむね満足できる，C：努力を要す
る，とした高校での調べ学習の成果発表の評価で
使ったルーブリックを例として挙げます。原稿参
照は，参照の程度によって流暢さが変わりやすい
ため，流暢さの中に入れています。

❖ポイント 3：どう採点するのか？
⑺　採点は何人で行うか
⑻　事前の採点協議をどう行うか
　⑺については，複数の教員が関わった方が改
善点に気づきやすくなります。一部でも 2 名の教
員で行うか，同じ教員が一部を再採点するとよい
です。⑻の協議時には，ABCそれぞれの生徒の
発話例，特に，Aと B，Bと Cで迷う例を共有
します。テスト前に時間が取れなかった場合には，
テスト開始後，最初の 2 ～ 3 人を採点して，そこ
で短時間話し合うだけでもずれが調整されます。
　担当教員と私で上記のルーブリックを使い，事
前協議後に採点したことがあります。結果， 7割
以上が同じ採点になり， 1人で採点した場合でも
それほど歪みが出ないことは確認できました。
　手順に沿えば，自信を持って楽しみながらスピ
ーキングテストを行えます。その中で，生徒の力
の伸びや改善点を感じることができます。
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様々なタスクとルーブリック，採点
に迷うような発話例を公開するプロ
ジェクトを進めています。（小泉）

タスク達成度 流暢さ

A （ア）指定した 3
点すべてについて
触れ，かつ（イ）
内容が十分伝わ
り，詳細である。

5 秒以上の長い沈黙がな
い。言い直しがあっても気
にならない程度である。ス
ムーズに話している。かつ
原稿をほとんど見ていない。

B （ア） 3 点を満た
すが，（イ）が不
十分である。また
は（ア） 3点ほと
んどを満たし，か
つ（イ）を満たし
ている。

長い沈黙が 1回ある。言い
直しが多めで少し気になる
程度である。話すスピード
が遅めである。または原稿
をたまに読み上げている。
ほとんどが Bの記述に当
てはまる。
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